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制
作
発
表
記
者
会
見
に
臨
む
右
か

ら
三
部
芸
術
監
督
、
指
揮
者
の
川

瀬
パ
理
事
長
の
上
回
、
副
理
事
長

の
堰
ハ
義
博
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一
期
会
「
還
暦
」

の
集
大
成

北
海
道
二
期
会
(
上
田
文
雄
理
事
長
)

は
、
日
月
お
、

M
の
両
日
、
ヨ
ハ
ン
・
シ

ュ
ト
ラ
ウ
ス
2
世
作
曲
の
喜
歌
劇
「
こ
v

つ

も
り
」
を
札
幌
市
教
育
文
化
会
館
で
上
演

す
る
。
創
立

ω周
年
の
記
念
シ
リ
ー
ズ
と

題
し
た
演
奏
会
の
集
大
成
。

1
月
下
旬
に

制
作
発
表
が
行
わ
れ
、
同
会
の
三
部
安
紀

子
芸
術
監
督
は
「
還
暦
を
迎
え
た
道
二
期

会
と
し
て
、
新
時
代
に
新
し
い
息
吹
を
吹

か
せ
た
い
」
と
語
っ
た
。

同
会
は
多
く
の
人
に
オ
ペ
ラ
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
1
9
6
4年
に
設
立
。
記

念
シ
リ
ー
ズ
第
1
弾
と
し
て
昨
年
日
月
、

女
性
の
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
特
集
「
女
は
み

ん
な
こ
う
し
た
も
の
」
を
上
演
。
第
2
弾

は
今
年
3
月
3
日
、
札
幌
の
ザ
・
ル
l
テ

ル
ホ
l
ル
で
ゴ
ー
ル
デ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
く
予
定
だ
。

今
回
は
ド
イ
ツ
語
歌
唱
(
日
本
語
字
幕

付
き
)
、
せ
り
ふ
は
日
本
語
。
演
出
は
中

11月札幌喜歌劇「こうもり」上演

村
敬
一

。
宮
本
益
光
と
西
島
厚
の
ダ
ブ
ル

キ
ャ
ス
ト
で
ア
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
演

じ
る
。
管
弦
楽
団
と
し
て
川
瀬
賢
太
郎
指

揮
の
札
幌
交
響
楽
団
が
出
演
。
道
内
で
タ

レ
ン
ト
と
し
て
活
躍
す
る
小
橋
亜
樹
も
オ

ペ
ラ
に
初
挑
戦
す
る
。

川
瀬
は
「
『
こ
う
も
り
』
は
誰
が
見
て

も
面
白
い
。
楽
譜
通
り
で
は
素
っ
気
な
い

し
、
逸
脱
し
す
ぎ
て
も
よ
く
な
い
。
兼
ね

合
い
が
難
し
い
が
、
楽
し
み
た
い
」
、
中

村
は
「
作
品
の
持
っ
て
い
る
匂
い
を
大
事

に
し
、
観
客
に
訴
え
る
よ
う
な
も
の
に
し

た
い
」
と
述
べ
た
。
三
部
は
「
多
く
の
出

演
者
に
演
じ
て
も
ら
い
、
に
ぎ
や
か
で
お

し
ゃ
れ
な
舞
台
に
し
た
い
」
と
話
し
た
。

チ
ケ
ッ
ト
の
一
般
聖
児
は
7
月
お
日
か

ら
。
問
い
合
わ
せ
は
同
会
事
務
局
、
電
話

0
9
0
・6
2
6
6
・5
3
1
3
ヘ。

(
官
屠
毅
)


